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フトゲツツカ、、ムシLeptotrombidiumpallidumの棲息環境に関する一知見
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AsSTRI¥Cl': To ell1cidatc spccific hahitnts for Lel'totl'ombidiwn pallidwn， thc important vector chigger 
mite of tsutsugrunushi disease in Japan， a preliminarγsurvey was carried out at 他国aVil1age， Nag田10
Prefecture. Wild mice叩 dv01es captured under different f1ora1 conditions were examined for chigger 

mites in November， 1981， and in May， 1982， when L. paZZidum was preva1ent on its natura1 hosts， 

F10ra1 types of the c011ection sites were. asf011凹 5:Steady grass1and on a ski garden(SKI); 

Mi8canthus grass1and on abandoned fie1ds(A);匂1'ixforest(B); Cryptome1'ia-La1'is-Qu町田'8mixed light 

forest(C); Cryptom自由 forest(D);田 dQuer叫 8 forest (BDF). Site SKI was exc1usive1y ocωpied by Microtu8 

montebelli; Site A was shared by Apode刷 8 specio8US， the dominant species， wi th M， mo昨 ebeUi;田 d
forest sites， C， D and BDF， were inhabited by S. specioSU8， Apod訓 USαrge叫 ue8and EothヂlOmy8kageU8. 

NUll1ber of chigger mites per host varied rell1arkab1y with every rodent， suggesting uneven distribution 

of mites. L. paUidum was most preva1ent and most abundant on the mice as well as v01es taken in Site 

A， whi1e Leptotromb伯 onintermedium and Leptotrombidi間 fuiithat had been considered to be non-vector 

species were preva1ent on the rodents taken in SKI and forest sites， respective1y， From these resu1ts， 
different habitat preferences of the chigger mites were suggested， and Site A or Mi8canthu8 grass1and on 
ab阻 donedfie1ds seemed to be one of suitable habitats for L. pallidum. 

はじめに

1975年頃から非アカツツガムシ媒介性基虫病(新型益

虫病)が本邦各地に多発し， 1981年比は年間の擢患者数

が400名を超えるに至った(民家， 1980)。乙のため各

流行地では疫学調査が実施され，媒介種，病原リケッチ

アの特性と浸淫度，不顕性感染者の有無などに関する基

礎的資料が急速に蓄積されている(操ら， 1967; JII村，

1979 ;監物ら， 1979， 1980 ;関川ら， 1979; 宮入ら，

1980 ;村田ら. 1980a， b;鈴木・須藤， 1980;氏家ら， 1980; 

石倉ら，1981)。著者らは， 1981年 4月に長野県下K

患者の発生があった乙とを契機として(斉木ら， 1982)， 

岡県下における芸虫と惹虫病に関する調査を開始した。

その結果フトゲツツガムシLeptotrombidiumpallidumが，

本県IL:おいても主要な媒介種であろうと推定するに至っ

ている。

フ卜ゲツツガムシが媒介する芸虫病については，アカ

ツツカガ占ムシLμepμtotr刊0問帥bidiu抑'.1maA是a仰11仰伊

病の場合と異つて，その擢患地点を推定する乙とが難し

いとされている。との芸虫の地理的分布がアカツツガム

シよりも広く，草地，山林などの多様な環境条件下に棲

息すると考えられてきたためであろう。しかし，芸虫類

はきわめて狭い棲息域内に不均等な分布をするダ‘ニ類

であり (Audy，1947; Traub and Wisseman， 1974)，フ

トゲツツガムシも一定の要因をもっ棲息場所に多発する

ものと考えられる。乙のように，環境要因に着目して本

種の大量発生場所の特定をおとなおうとした研究は，わ

が国民は見当らない。

われわれは異る環境条件下で益虫類の発生量がどのよ

うに変動するかを調べ，フ小ゲツツガムシをはじめとす

る2-.... 3の芸虫類の多発環境に関する知見を得たので報

告する。

調査地と調査方法

長野県北安曇郡美麻村においてFig.1K示したように，

植生の異なる近接地点数箇所を選定し，シャーマン式ト

ラップによって野鼠類を捕獲して寄生する慈虫を調べた。

各地点の植生は， A)ススキA1iscanthussinensis草地:

耕作中止後約10年経過した畑地に生じた草地で，地表面

での植生被度60-....70%，B)カラマツLarixleμolepis 

林 :Aに隣接， C)スギ Cr~ptomeria japoni caーカラマ

ツ コナラ Quercusse，rataの混交疎林 :Aと3m幅の
道路によって隔てられた窪地に生じ，林内を小JIIが流れ，

林床の一部にクマイザサ Sasasenanensi sのみられる多

湿地， D)スギ林 :Aから約300m隔たり Cの小JIIの上

流部K位置し，林床の比較的乾燥する規模の小さな林，* 信州大学医学部 SchoolofMedicine， Shinshu Universi ty 
**信州大学医療技術短期大学部 College of Medical 
Technologyand Nursing， Shinshu Universi ty の四つに区分された。乙れらの地点は緩やかな南斜面K

料*名古屋犬学医学部 Nagoya Universi ty School of Medicine含まれており，いずれも日当りの良い場所にあった。さ

q

，山内，，



らIr.以上の調査地から約800m南西に隔たり，東南斜面

に開けた大町スキー場(SK 1 )と約2km南方κ位置し，
東斜面に生じた落葉広葉樹林(BDF)の2箇所を調査地

に加えた。前者は長年にわたる安定した草地で，地表面

における禾本科植物の被度がほ').'100%に達していた。

また後者はクヌギ、Quercus acutzssimaーコナラからな

り，林縁部Kクマイザサがみられた。

調査は1981年11月 7---9日および1982年5月10---13日

の2固におζなわれた。乙の時期は調査地一帯における

フトゲツツガムシの大量発生期に当る(未発表)。
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Fig. 1. CoII型 tionsites on a sunny， gentle 
slope at M i asa V i 11 age， Nagano Prefecture， 
Japan. and their floral types. 

調査結果

得られた鼠類と益虫をTable1.2K示した。 1981年11

月K26個体， 1982年5月105個体の合計51個体の鼠類が

得られた。スキー場はハタネズミ Microtus montebelli 

の専住域であり，乙乙l己記録されているアカネズミApoー

の間usspeciosus 1個体は隣接する雑木林1<::;近レ曲点で

採集されたものであった。他の調査地点ではアカネズミ

が多く得られたが，荒地化した畑AKハタネズミ，湿潤

な混交林CIζヒメネズミ Apodemus a句作t~us とカゲネ

ズミ Eothenomvsμ (jeus，スギ林DIζヒメネズミがみら

れ，棲息する鼠類の種構成K調査地聞の差があるととが

示された。

2回の調査時に得られたネズミ類の各個体に寄生して

いた芸虫の種類と個体数を，Table 1， 21r.記録した。そし

て宿主上での寄生数.優占種とフトゲツツガムシの構成

比率をさらにFig.21r.示した。フトゲツツガムシが優占

種となった場合には，他の全ての種を→舌してその他の

種類として扱った。 Table1， 2およびFig.2から明ら

かなように，ヒメネズミに寄生する惹虫数は非常に少な

かったが，他の3種の鼠類は多数の益虫をもっていた。

寄生数においては，どの調査地で得られた鼠類の個体

聞にも相当大きな変動が認められた。またAのハタネズ

ミはSKIのハタネズミより多数の芸虫をもっていたし，

Aのアカネズミ Ir.はB，Cのアカネズミよりも惹虫がや

や多自に寄生するという傾向がみられた。

一方，宿主上での芸虫の種構成には，調査地聞に著し

い差が認められた。すなわちSKIのハタネズミの全て

の個体上でアラ卜ツツガムシLeptotrombidiuminterme-

diumが優占種であったのに対し， Aにおいてはアカネ

ズミ上でフトゲツツガムシが優占する傾向にあり，木本

の生育するB，C， DおよびBDFでは，フツツツガム

シLeptotro耐 idiumfujiの多いととが目立ち，殊tζ後

者3地点においては本種が圧倒的な優占種であった。フ

トゲツツガムシは全ての調査地で記録されたが， Aとそ

れに隣接するB以外では，個体数が非常に少なかった。

また，同一調査地内で得られた鼠類の種類別および個

体別Ir.，寄生慈虫の種構成lζ差異の認められるととがあ

った。すなわち， Aのハタネズミは多数のフトゲツツガ

ムシをもっていたが 3例中 2例までがさらに多数のア

ラトツツガムシの寄生を受けており，アカネズミ上でフ

トゲツツガムシが優占する傾向にあったのと対照的であ

った。また 5月のA，Bでフジツツガムシを多くもっ

ていたアカネズミ各 l個体は，それぞれの地における他

の個体上での種構成と臭っていた。なお，少数例ながら，

B における怠虫の種構成に11月と 5月とでは異った傾向

の現われるととをうかがわせたし，スキー場のアカネズ

ミl個体の特異な寄生芸虫の種構成は，採集された位置

の特性を反映したものとみられた。

考察

乙の調査は， 1981年春の長野県下における芸虫病患者

の発生と相前後して開始された芸虫類に関する基礎調査

の一部をなすものである。当初から，慈虫類各種の発生

地を環境条件との関連付けで捕えようと考えたが，とれ

はAudy( 1947，1948)のmiteisland， fringe habitat， 

Traub and Wisseman(J974)のsecondaryor transi-

tional forms of vegetationが主要媒介種の棲息地で

あるとする報告と，アカツツガムシを含むいくつかの芸

虫類について，その分布がきわめて局所的であるという

生態的特性(Trauband Wi sseman， 1974，ほか)が，知ら

れている点に注目したためである。

義虫類の調査方法については，古くから採用されてい

る自然宿主の鼠類から幼虫を得て調べる方法五汐村乙，佐々

今
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( 1956 )がまとめているように，日光誘引法，黒板法，

蝿集個体群直接観察法や，ラット，マウスの地表面設置

法(浅沼ら.1959).さらには棲息地の土壌からTullgren

装置によって直接惹虫を抽出する方法(鈴木.1973)等が

知られている。実際に芸虫類の発生状況と環境条件との

関連性を調べるに当り，どの方法を採用すべきかは，単

にその目的とするととろによって定められるものではな

く，参加人員とその経験の程度，資材の有無などの規制

を受ける。著者らは鼠類を調査する方法を採用したが，

とれは従来広く用いられている方法であるという安心感

からではない。鼠類を幼虫期芸虫類の自然宿主natural

hostであるばかりでなく，ある広がりをもった地域内を

立体的に行動して，そとに棲息する惹虫類を宿す歩哨動

動sentinelanimalであるとみなしているからである。

ζの方法は他の如何なる方法を採用するよりも，現時点

の著者らに，効率ょくしかも偏りなく惹虫類の発生動態

に関する情報をもたらすものと期待されたのである。

今回の調査は陽地でおとなわれたので，アカネズミが

何れの植生下でも採れていたが，ハタネズミ，ヒメネズ

しカゲネズミの出現の有無によって，まず各調査地の

特徴をみるととができた。すなわち，ハタネズミは草地
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と結びつき， ヒメネズミやカゲネズミはスギ林や湿潤な

混交林にだけ認められている。そしてハタネズしアカ

ネズミ，カゲネズミの 3種は調査地の別にか』わらず多

数の基虫類を宿しており，自然宿主として重要な役割を

果しているととが判った。

芸虫類の寄生状況をみると.Table 1 .2およひ下ig.2

K示されているように，同一調査地内で採れた宿主の個

体別寄生数の変動は相当大きなものであった。乙のとと

は今回設定した植生区分による調査地内11:.芸虫類が鼠

のホームレンジ単位程度の広がりをもって不均一な分布をし

ている乙とを示唆する。次に，採集された，芸虫の種類を

みると，調査地内である程度の変動のある ζとが認めら

れたが，さらに明確な調査地聞の差が現われている。す

なわち，安定した草地にはアラトツツガムシ，荒地化した

畑に生じたススキ草地AKはフトゲツツガムシ，木本の生育

すると乙ろにはフクツツガムシが多い乙とが判った。 A

においてアカネズミ K寄生する苔虫の優占種がフトゲツ

ツガムシ，ハタネズミのそれがアラトツツガムシという

傾向があり，宿主の行動様式を加味して再検討すべき問

題のあるととが示されたが，ハタネズミ上のフトゲツツ

ヵームシの数が殊l乙多く.Aが本種の多発地であるととを



否定するものとはなっていない。乙れらの乙とは，不均

等な分布をする惹虫類の各々の種類が，それぞれの至適

発生条件をもっている乙とを改めて示唆したものと思わ

れる。そして 5月のA，B にみられたように，同一調

査地内の他の宿主と著しく呉った種構成の惹虫を宿すア

カネズミがあった ζとは，乙れらの調査地内の環境条件

が一様なものでなかったととをも示すものと理解される。

以上に述べたように，フトゲツツガムシは今回の全調

査地から記録されているが，その主要発生地はAとそれ

に隣接するカラマツ林のBであった。 Aはススキを主体

とし，その株聞に裸地を認める草地で，放棄された畑に

生じたものである。乙'>11::.はアカネズミを主体とし，草

本の被覆度の高い環境下に出現するハタネズミ(八神・

土田， 1981)も棲息していた。フトゲツツガムシの局所的

な大量発生が，単lζ乙のような草地の形態に依存するの

か，それとも乙の草地の立地条件その他の要因が効いて

いたのかについては明らかでなかった。近年，長野県下

にはAと由来や形態のほY同様な草地が各所にみられる

ので，そのような場所を使って今回の調査結果の普遍性

または特殊性を示してゆけば，フトゲツツガムシの至適

発生環境を知る手懸りとなろう。一方，草地に隣接した

カラマツ林については，数の上からいってフトゲツツガ

ムシの二義的な発生環境とみられ， Aからの影響がある

点を考慮IL入れなくてはならないと恩われた。

フトゲツツガムシの幼虫がどのような頻度で人体に寄

生するかは明らかでないが，高密度の棲息地で人体への

移行が起り易いと考える ζとは容認されると乙ろであろ

う。したがって，現在の本種に媒介される惹虫病の流行

機序の解明，今後の流行予測，さらには予防に繋がる問

題として，その高密度の発生地または発生環境を一つ一

つ明らかにしてゆく ζとが非常に大切である。今回の調

査結果はフトゲツツガムシの発生環境の一つを明らかに

文

したものであり，芸虫病の疫学に係わる基礎調査の在り

方を示したものと考えている。

乙の調査を実施するに当り，長野県衛生部予防課，長

野県大町保健所予防課，文部省科学研究費(57480392 ) 

からの助成を受けたとと，信州大学理学部学生佐藤潔君，

浜畑学君，塩野拡久君の協力を得たことを銘記し謝意を

表する。

本報の要旨を第11回ダニ類研究談話会(1982年10月，名

古屋市)で報告した。

まとめ

フトゲツツガ、ムシの多発環境を知る目的で，長野県北

安曇郡美麻村lζおいて，植生を乙とにする近接地点数箇

所を選定し，本種の多発期l乙当る1981年11月および1982

年 5月lζ野鼠類を捕獲して寄生ツツガムシを調査した。

植生区分は安定した草地SKI(スキー場，地表面の草本被

覆度ほ'>100%)，荒地化がはじまって約10年を経た畑IL生じ

たススキ草地(Fig.1のA，植生被度60----70%)，カラマツ

林B.カラマツースギーコナラの混交疎林C.スギ林Dおよ

びクヌギーコナラの落葉広葉樹林BDFとした。安定し

た草地はハタネズミの専住域となっており，木本の生育

場所では少数のヒメネズミとカゲネズミが得られたが，

アカネズミの優占する地点が多かった。寄生意虫の個体

数をみると，同一調査地で採れた宿主聞に相当大きな変

動が認められ，諒虫類の不均等な分布様式が確認された。

また地点別の野鼠寄生芸虫相l乙明確な差異がみられ，安

定した草地ではアラトツツヵームシが，荒地化した畑のス

スキ草地ではフトゲツツガムシが，また木本が生ずると

フジツツガムシが高い比率を占め，それぞれの地点にお

ける優占種とみられた。フトゲツツガムシは全ての植生

下で記録されたが，荒地化した畑に生じたススキ草地に

おける発生量は，他の植生下l乙発生する量より著しく多

いものとみなされた。
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Table 1. Recordsof hosts and chigger m ites taken on November 8 -9， 1981， at M iasa 

Vi Ilage， Nagano Prefecture， Japan 

Co11ection site Host pall int palp fuji kita rni日aj jap sad Tota1 

MM 6 105 48 78 20 257 
SKI 

AS 1 46 1 48 

AS 70 13 16 3 10 112 

AS 94 6 12 13 7 132 

AS 44 1 2 7 7 20 81 

A 3 21 3 9 19 155 

AS 68 4 l 28 20 121 

AS 45 5 11 4 25 90 

且S 27 11 3 11 47 99 

B AS 5 2 13 3 2 25 

AS 17 1 43 3 13 77 

AS 3 13 22 13 51 

AS 2 61 l 2 66 

C 
AA 2 2 

AA l l 2 

AA 3 l 4 

AA l 2 3 

AS 159 l 160 

AS 6 55 4 7 72 

D 
239 l 4 244 

AS 73 10 83 

AA 1 l 

AA l 1 

AS 58 7 13 78 

BDF AS 2 211 8 9 230 

AS 3 154 2 16 175 

Hosts: MM-Microtus montebel1i， EK-Eothenomys kageus， AS~Apodel圃us speciosus， 
AA-Apodemu's argenteus. 
Trombiculid mites: pal1-Leptotrombidium pallidum， int-L. intermedium， palp-
L. palpale， fuji-L.fuji， kita-L. kitasatoi， miyaj-L.mi日ajimaiI jap-
Neotrombicula japonica， sad-Gahrliepia saduski. 
Refer the collection sites A-D to those in Fig. 1， and .SKI and BDF in text. 

操担道・小林譲・影山健彦・池田修・藤本知之・平野東光・橘宣祥・柊山幸兵・一木隆・白浜重国・長井久仁雄・大宅

一平ー草場公宏・宮崎邦介・土木兵輔(1967):宮崎県高原町地方における慈虫病の病原学的・臨床的ならびに疫学的

研究.共済医報， 16 : 1 -17. 

宮入毅匡・木島博保・村田道里・川村明義・野村貞雄・白坂昭子・田中寛(1980):伊豆七島におけるつつが虫病(七島

熱)の研究.第四報.住民における抗つつが虫病リケッチア抗体の保有率.感染症学誌， 54:284-289.
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ア抗体の保有率.感染症学誌， 54: 279-283. 

村田道里・川村明義・野上貞雄・白坂昭子・田中寛・望月久司・大山英雄(J980b) :富士山麓におけるつつが虫病.感染

症学誌， 54: 291-298. 
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Table 2. Records of hosts and chigger m ites taken on May 11 -13， 1982.， 
at Miasa Village， Nagano Prefecture， Japan 

Co11ection site Host pall int palp fuji kita miyaj jap sad Tota1 

MM 5 105 17 15 142 

MM 29 412 25 l 10 477 

MM l 826 1 z 830 
SKI 

MM l 30 l 2 34 

附4 22 1 2 25 

MM 52 52 

MM 30 l 31 

MM 254 246 47 57 67 671 

MM 371 744 141 l 15 31 1303 

A 
MM 249 803 45 2 69 10 1178 

AS 71 2 4 6 5 88 

AS 132 19 23 15 2 3 194 

AS 23 10 3 59 l 5 101 

AS 45 4 6 4 l 50 110 

B AS 22 3 2 10 15 52 

AS 11 l 43 l 56 

AS 22 1 16 3 17 59 

AS 1 3 191 31 3 229 

C AA 6 6 

EK 4 13 3 218 46 284 

AS l 97 1 99 

AS 2 6 93 101 

D AA 9 9 

AA 6 6 

AA 2 2 

BDF Not examined 

Host and chigger mite species and co11ection sites as in Tab1e 1. 
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